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確かな学び
	基礎学力の向上
	学習内容の定着と学習習慣の確立
	●基礎学力の定着を図り､各種調査での下位層の生徒の割合を減らす｡
	各調査での正答率20点未満の生徒の割合を堺市平均以下にする｡
	全国学テ等の調査結果
	年度末
	△
	【全国学テ(３年生)】20点未満の割合が府・全校平均を超える教科があった。
	△
	【全国学テ・チャレンジT】20点未満の割合が府・全校平均を超える教科があった。
	〇△
	・どんな領域かを分析して授業で取り組んでください　・で、どんな対応をするのですか

	
	
	
	生徒が自主的に計画を立て､家庭で復習や課題に取り組むための家庭学習支援
	各種アンケート調査での肯定的回答が70%以上､総合学力プロフィールの状況スコアが堺市平均以上
	学校教育アンケート
総合学力プロフィール
	
	×
	【全国学テ】質問紙「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」の肯定的回答が70％に満たなかった
	〇
	【学校教育アンケート】「宿題や授業の復習など家庭学習に取り組むことができた」の肯定的回答(全学年)が７６％であった
	〇
	・自分でする力を付けること

	
	授業改善
	生徒が主体的に考える授業を展開し、思考力・判断力・表現力を育成する
	堺版授業スタンダードに基づき、授業において､意見を交流したり自分の考えを発表したりする機会を設定する｡
	
	
	
	◎
	【全国学テ】学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の肯定的回答が88％を超えている
	〇
	【CBT調査】「授業で人の考えを聞いた後、自分の考えを書いたり発表したりしていますか」の肯定的回答が71.97％であった。
	〇
	・成長の過程でとても大切、更なる取り組みを・発表する力が付いていると思います

	
	
	
	国語科の少人数教育を充実させ､きめ細かい指導により､生徒の深い学びを展開する｡
	各調査結果で大阪府平均以上
	全国学テ等の調査結果
	年度末
	〇
	【全国学テ】達成できている
	△
	少人数指導について８４％の生徒が肯定的にとらえているが、各調査で平均を上回る学年もあれば届かない学年もあった。
	〇
	・たくさん質問できる機会を増やしてほしいです

	
	
	
	生徒用端末を活用した主体的な学習を展開し､問題発見力･課題解決力を育成する｡
	総合学力プロフィールの状況スコアが60ポイント以上
	総合学力プロフィール
	年度末
	〇
	【全国学テ】週1回以上の活用が80％を超えたが、もっと使用頻度を上げる必要がある。
	〇
	【CBT調査】(全学年)週１回以上の活用が89.9％であったが週３日以上活用の回答をもっと上げる
	〇
	・解決能力育成を更に　・活用法を考えて

	豊かな心･健やかな体
	心の教育の充実
	規範意識を育み､他者と協力してよりよく生きるための力の育成
	●職員研修を進め､｢考え､議論する｣道徳授業を充実させる。
	授業研究･協議会についてのアンケートで肯定的回答が80%以上
総合学力プロフィールの状況スコアが70ポイント以上
	学校教育アンケート

総合学力プロフィール
	年度末
	〇
	校内研究授業を実施し、道徳部会の部長校長先生より指導・助言をいただいた。
	◎
	【CBT調査】「道徳の授業で学習したことは大切である」の肯定的回答が94.6％であった。
	◎
	・話し合いから集会へ

	
	
	
	すべての生徒が笑顔で元気にあいさつができる
	
	
	年度末
	〇
	ほとんど生徒が挨拶をできている
	◎
	【学校教育アンケート】「あいさつを心掛け実行した」の肯定的回答が９３％であった
	〇
	・あいさつをすることが自分を守る方法

	
	
	
	生徒が主体的に計画し、協力して取り組むことができる行事の設定｡
	
	
	毎学期
	〇
	修学旅行・文化活動発表会・体育大会など各委員が中心となり主体的に運営できた。
	◎
	【学校教育アンケート】「行事について、一生懸命取り組むことができた」の肯定的回答が94％であった
	◎
	・いつも全力はすばらしい！地域でも感じています　・行事への全力参加は青春の財産

	
	生活習慣の改善
	基本的生活習慣の確立
	｢家での7つのやくそく｣を基本にして､生徒が安全や健康について考える機会を充実させる。
	専門家による､出前授業の実施
各種アンケート調査での肯定的回答が80%以上
	授業後生徒アンケート

学校教育アンケート
	毎学期
	〇
	【全国学テ】「毎朝、朝食を食べる」「毎日同じ時間に寝ている」等の肯定的回答が90％を超えている
	〇
	【CBT調査】(全学年)「毎日、朝ご飯を食べる」の肯定的回答が95.04％であったが「学校に持っていくものを前夜かその日の朝に確かめていますか」は78.3％であった
	〇
	・95.4％すばらしい数字　・習慣づけることですね

	地域連携
	幼小中連携
	幼小中一貫した指導体制の充実
	★１小１中の強みを生かした小中連携の推進
	各種アンケート調査での肯定的回答が80%以上
	学校教育アンケート
	年度末
	〇
	夏季休業中に小中合同研修を実施・生徒指導主事を中心に授業体験・部活動見学等を行った。
	◎
	R７年度に始まる全員喫食制給食に向けて、小学校にアレルギー対応の見学に行き、その内容を共有した。今後も継続したい。小中の学校保健委員会に両校の養護教諭が参加し健康安全教育の共有を行った。
	〇
	・他校に先駆けてアレルギー対応を始めておられて良いと思いました。・アレルギー―は生命にかかわること、自分の子どもへの指導も大切・全員でたのしく給食が食べられるようお願いします。

	
	地域協働
	地域・家庭への情報発信との協働体制の充実
	配布物やホームページを通じて教育活動の現状や成果を発信する｡。地域や家庭と協力した取組を進める｡
	ホームページへのアクセス数
各種アンケート調査70%以上､プロフィールの状況スコア堺市平均以上
	学校教育アンケート

総合学力プロフィール
	年度末
	〇
	HPを充実させ、積極的に情報発信を行っている。地域行事も記事として取り上げている　　
	◎
	【学校教育アンート】「八下TMESや学年だより、HPで学校生活の様子はよくわかる」の肯定的回答が８４％であった。
	〇
	・地域の祭などへの参加・学習指導については言うことがございませんので、もう少し地域との関りを持ってくれる生徒が増えるとありがたいです・HPしっかり見ています




（様式⑦　小中学校）





中学校区におけるめざす子ども像


自らを律し、自ら学び続ける子





令和５年度　重点目標 


｢生徒、保護者、地域の『信頼に応える』魅力ある学校づくりの推進｣


(１)安心・安全な学びの環境の整備　　(２) 総合的な学力の育成　　(３) 豊かな心と健やかな体の育成　　　(４)家庭・地域とともに教育を推進　　





「豊かな心・健やかな体」の現状


　校区が1小学校１中学校であり､人間関係が固定的になる傾向が強い｡そのことに起因するトラブルもあり､不登校傾向の生徒もみられる｡　豊かな心の育成や社会性・コミュニケーション力を身に付けるため道徳教育・人権教育の充実を図る｡　また、各種行事への取組を充実し、達成感を味わわせることで自尊感情を高める。


　家庭・地域との連携を図り、健康的な生活習慣の確立をめざす。





「確かな学び」の現状


　生徒は落ちついた学校生活を送り、静謐な環境で学びに向かっている。各調査結果において「授業中、自分の考えを書く場面や意見を伝える場面がある」との質問に対する肯定的な回答が高い。また「話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり広げたりしている」という質問に対する回答が府平均を上回る学年があり、授業改善が進みつつある。しかし、「自ら課題を見つけて家で勉強している」の回答が府平均を下回る学年もあり、家庭学習への取組に課題がある。家庭でも自ら学びに向かう工夫・改善が必要と考える。


　





学校関係者評価者から（年度末）


・きちんと分析し、対応を重ねている。よく育っています。生徒の状況をよく見つめていることがよく分かりました。調査書のチェック体制の話を聞いて苦労がよく分かり生徒への思いが伝わりました。不登校生の進学先が気になっています。・行事に全力で参加される校風すごく素敵だと思いますし、わが子がそんな学校へ通えることを、うれしく思います。挨拶や地域の祭など、他の中学生と比べ取り組めていると思います。良い雰囲気を継続していただきたいと思います。





校長より（年度末）


・学力について、学年・教科によっては下位層の割合が多く、その支援が課題である。少人数指導や放課後学習などの学習支援が必要であると考える。


・授業のICT化や授業改善にも学校をあげて取り組みたい。


・基本的な生活習慣の確立には、家庭・地域との協力が大切である。今後も協力をお願いしながら、学校でも「家での７つのやくそく」を基本に生徒が健康や安全について意識的に取り組む機会の充実を図る。





学校関係者評価者から（年度末）





校長より（年度末）








